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●   

循
環
の
サ
イ
ク
ル
を
ま
わ
す
こ
と

　
「
地
域
の
木
材
流
通
の
川
上（
林
業
）と
川
下（
建

設
業
・
消
費
者
）を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」を
起
こ
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
。
座
談
会
で
提
示
さ
れ
た
課
題
の
克
服
へ
向

け
て
、
シ
ス
テ
ム
の
基
本
構
図
を
整
理
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
図
❶
は
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
概

念
図
で
す
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
し
っ
か
り
ま
わ

す
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
で
す
。

●   

製
材
製
品
市
場
の
現
状
と
課
題

　

図
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
山
に
植
林
を

し
て
木
を
育
て
る
た
め
に
は
、
時
間
と
労
力
が

か
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
担
う
の
が
山
元（
森
林
経
営

体
）に
よ
る
林
業
、
す
な
わ
ち「
川
上
」で
す
。
建

設
業
や
消
費
者
が「
川
下
」で
す
。
こ
の
川
上
と

川
下
を
結
ぶ
の
が
、
加
工
流
通
を
担
う「
川
中
」

と
な
り
ま
す
。
い
ま
、
日
本
の
林
業
が
抱
え
て
い

る
問
題
は
、
木
材
を
生
産
す
る
場
で
あ
る「
川
上
」

へ
の
利
益
分
配
が
、
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

山
に
お
金
を
戻
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
産

材
製
材
の
需
要
拡
大
が
重
要
な
課
題
で
、
そ
の

対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
国
産
材
を
活
用
し
た
非

住
宅
の
木
造
率
向
上
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
実
現
に
は「
木
質
部
材
の
価
格
が
高
す
ぎ
て

鉄
骨
・
Ｒ
Ｃ
造
と
競
争
で
き
な
い
」と
い
う
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

新たなビジネスモデル
に向けた基本構図

CO2

O2

主伐
適材適所での
利用

植林

下草刈り間伐

間伐

間伐材の利用

●住宅・一般建築物
●中大規模木造建築
●土木利用

●木質バイオマス

出典：『森林・林業白書』2017
「森林資源の循環利用イメージ」より作図

図❶　

循環利用イメージと木材流通

川上
林業者

山元（森林経営体）
造林保育、素材生産

川中
木材加工
流通業

適正管理で
数10年かけて育林

●製材・合板・集成材工場

●新素材
　CNF・リグニン

●特用林産
　きのこ・抽出成分

ペレットストーブ

バイオマス発電

川下
利用者

建設業、消費者
など
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で
、
中
大
規
模
の
木
造
建
築
向
け
に
国
産
の
中
・

大
断
面
集
成
材
を
よ
り
低
コ
ス
ト
で
生
産
す
る

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●   

林
業
経
営
の
コ
ス
ト
計
算

　

ス
ギ
を
例
に
木
材
の
コ
ス
ト
と
価
格
に
つ
い

て
、
み
て
み
ま
し
ょ
う（
グ
ラ
フ
❶
）。

　

林
業
の
経
営
は
、
①
森
林
の
成
長
量（
収
益
）、

②
造
林
・
保
育
コ
ス
ト
、
③
素
材
生
産
コ
ス
ト（
伐

採
・
搬
出
）と
原
木
流
通
コ
ス
ト（
輸
送
・
市
場
手
数
料

等
）か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

１
ha
の
山
に
生
え
て
い
る
木
の
１
年
間
の
成

長
量
を
材
の
体
積
で
表
し
た
数
値
を
連
年
成
長

量（
m3

／
ha
／
年
）と
い
い
ま
す（
グ
ラ
フ
❷
）。
①
の

森
林
の
収
益（
毎
年
１
ha
当
た
り
貯
ま
っ
て
い
く
金
額
）

は
、
森
林
を
伐
採
す
る
際
に
立
っ
て
い
る
木
の

価
値（
立
木
価
格
）を
１
m3

当
た
り
Ｘ
円
と
す
る
と
、

Ｘ
円
×
連
年
成
長
量
で
計
算
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
ス
ギ
の
立
木
価
格
は
平
均
で
約

３
０
０
０
円
／
m3

で
す
か
ら
、
連
年
成
長
量
が
10

（
m3

／
ha
／
年
）で
あ
れ
ば
、
年
間
１
ha
当
た
り
３
万

円
ず
つ
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

②
の
造
林・
保
育
コ
ス
ト
は
、
地
拵
え・
苗
木

購
入・
植
栽・
下
刈
り・
除
伐
の
作
業
経
費
で
す
。

こ
れ
は
、
ス
ギ・ヒ
ノ
キ・カ
ラ
マ
ツ
と
い
っ
た
樹

種
、
雑
草
木
の
種
類
、
日
射
量・
気
温
や
降
水
量

と
い
っ
た
環
境
条
件
に
影
響
さ
れ
ま
す
が
、
全

国
の
平
均
値
で
１
ha
当
た
り
１
５
０
万
円
以
上

の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
現
在
で
は
さ
ら
に
シ

カ
な
ど
の
病
虫
獣
害
の
被
害
対
策
が
こ
の
コ
ス

グラフ❶　スギ木材価格の変化

青色が山元立木価格。オレンジ色が素材生産費＋運材流通費。緑色が製材加工費（皮をむいたり、柱にする）。

山元立木価格の減少がとくに激しく、1980年頃からくらべると80％以上も下落していることがわかる。
出典：『森林・林業白書』、森林・林業統計要覧　※統計のとり方が共通している2012年までを比較
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スギの山元立木価格

スギの原木価格
（市場丸太）

スギの正角価格
（未乾燥10.5cm角で3mの材）

皮をむいたり、柱にする製材加工費
（乾燥費をのぞく）

林業経営の収益
山に立っている木の価格 2600円

11400円

42700円

伐採・搬出費
市場までの運材流通費

グラフ❷　スギの連年成長量

1ha当たり年間いくらの成長量があるか＝連年成長量。

地域や山の環境によって数m3から最大約30m3まで、

大きな違いがある。

森林の蓄積を林齢で除すると連年成長量となる。
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連年成長量 30m3/ha/ 年

連年成長量 3m3/ha/ 年

林齢（年）

森
林
の
蓄
積

（m3/ha）

それぞれの段階でのスギの価格（円／ 1m3 あたり）

経営として

林業を考える
たとえば、スギの正角の価格の時代変化を

みると、価格の比率バランスが大きく変化

しており、山元立木価格の割合のみが圧縮

されてきたことがわかる。この山元立木価

格から「次の世代の山づくり資金」が捻出さ

れることを考えると、林業全体でこの山元

価格について考えていく必要がある。
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山元（森林経営体）
〈人工林〉

国
・

都道府県など

苗木

（円／本）

（円／m3）

（円／m3）

（円／m3）

（円／m3）

（円／ t）

（円／m3）

補助金造林費

苗生産業者

素材生産業者
原木市場
・

販売業者

合板工場
・

LVL工場

集成材工場
・

CLT工場

集成材CLT

合板LVL

製材工場

製品市場

設計事務所
ハウスメーカー

工務店
ゼネコン

建築

製紙

バイオマス発電

住宅
公共建築
土木利用

製品

プレカット
工場

製材

製材

ラミナ

チップ

チップ

チップ

直送

直送

チップ工場

総合商社など

輸入 海外輸出

その他
（ボードなど）

立木

原木

原木

原木

製品 製品燃料原木 原木

原木

造林業者

ト
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
は

将
来
的
に
解
決
さ
れ
る
と
考
え
、
こ
こ
で
は
計

算
か
ら
省
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
は
林
業
に

お
け
る
初
期
投
資
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

③
の
素
材
生
産
コ
ス
ト
は
、
木
を
伐
っ
て
、

林
道
わ
き
ま
で
運
搬
す
る
作
業
で
す
。
チ
ェ
ン

ソ
ー
に
よ
る
人
力
や
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
機
械

で
伐
採
・
枝
払
い
・
造
材
し
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
と
呼

ば
れ
る
車
両
機
械
や
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
た
架
線

等
を
使
う
集
材
方
法
が
あ
り
、
斜
面
等
の
立
地

条
件
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
は
変
動
し
ま
す
。

　

原
木
の
流
通
に
は
、
山
元（
森
林
経
営
体
）か
ら

原
木
市
場
経
由
で
工
場
に
運
ば
れ
た
り
、
山
元

か
ら
直
接
工
場
に
運
ば
れ
る
な
ど
、
多
く
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
工
場
到
着
時
の
原
木
価

格
が
お
よ
そ
１
万
２
０
０
０
円
／
m3

と
す
れ
ば
、

立
木
価
格
の
平
均
値
３
０
０
０
円
を
差
し
引
い

て
、
素
材
生
産
＋
原
木
流
通
コ
ス
ト
は
平
均
的

に
９
０
０
０
円
／
m3

と
な
り
ま
す
。

●   

川
上
と
川
下
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム

　

連
年
成
長
量
の
高
い
適
地
を
選
び
、
コ
ス
ト

を
抑
え
た
効
率
的
な
林
業
を
行
う
こ
と
で
、
収

益
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
川
上
か
ら
川
下
ま
で

の
流
通
の
中
で
そ
の
収
益
を
適
切
に
配
分
し
、

再
造
林
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
、
循
環
型
の

林
業
を
安
定
的
に
行
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
木
材
流
通
全
体
で
の「
木
材

の
流
れ（
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
）」と「
お
金
の
流
れ

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）」を
見
え
る
化
し
、
コ
ス
ト

木材の流れ（マテリアルフロー）

お金の流れ（キャッシュフロー） 川
上
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山元（森林経営体）
〈人工林〉

国
・

都道府県など

苗木

（円／本）

（円／m3）

（円／m3）

（円／m3）

（円／m3）

（円／ t）

（円／m3）

補助金造林費

苗生産業者

素材生産業者
原木市場
・

販売業者

合板工場
・

LVL工場

集成材工場
・

CLT工場

集成材CLT

合板LVL

製材工場

製品市場

設計事務所
ハウスメーカー

工務店
ゼネコン

建築

製紙

バイオマス発電

住宅
公共建築
土木利用

製品

プレカット
工場

製材

製材

ラミナ

チップ

チップ

チップ

直送

直送

チップ工場

総合商社など

輸入 海外輸出

その他
（ボードなど）

立木

原木

原木

原木

製品 製品燃料原木 原木

原木

造林業者

新たなビジネスモデルへ向けた基本構図

削
減
の
た
め
の
課
題
を
議
論
で
き
る
よ
う
な「
基

本
構
図
」が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
今
回
作
成
し
た

「
基
本
構
図
」（
フ
ロ
ー
❶
）に
基
づ
く
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
い
か
に
し
て
川
上
へ
の
利
益

の
還
元
を
実
現
で
き
る
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

●   

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要

　

非
住
宅
の
国
産
材
需
要
拡
大
に
向
け
、
中
大

規
模
木
造
建
築
の
需
要
増
加
と
そ
の
た
め
の
集

成
材
生
産
・
供
給
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
生
産
・

供
給
が
拡
大
し
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で

山
元（
森
林
経
営
体
）の
収
入
向
上
に
結
び
付
く
か

に
つ
い
て
２
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
検
討
し
ま
し
た
。

●
シ
ナ
リ
オ
設
定
の
ポ
イ
ン
ト

　

中
大
規
模
の
木
造
建
築
に
欠
か
せ
な
い
集
成

材
の
生
産
に
あ
た
っ
て
は
、
フ
ロ
ー
❷
の
よ
う

に
、
山
の「
立
木
」を
伐
採
し
て「
原
木（
丸
太
）」に

し
、
製
材
工
場
で「
Ｋ
Ｄ（
人
工
乾
燥
）ラ
ミ
ナ
」と

し
、
集
成
材
製
造
工
場
で
接
着
し
て「
集
成
材
」

に
す
る
工
程
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
フ
ロ
ー
❸
の
よ
う
に
、「
製
材
工
場
」と

「
集
成
材
工
場
」の
一
体
化
や
連
携
に
よ
り
一
貫
生

産
を
行
う
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
を
図
れ
る
こ
と
が

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
な
お
今

回
は
、一
貫
生
産
工
場
の
場
合
を
想
定
し
ま
し
た
。

●   

サ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

　

山
元
に
残
る
立
木
価
格
は
、
部
材
価
格
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
産・
流
通
段
階
の
コ
ス
ト
を
差
し

フロー ❶　基本構図とシミュレーションの構造
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引
く
方
法
で
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
部
材
価
格

を
左
右
す
る
主
な
生
産
段
階
、
川
下
側
か
ら「
集

成
材
」「
製
材
」「
林
業
経
営
」の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
サ
ブ
的
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と

で
、
ど
の
よ
う
な
取
組
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
を
削
減

で
き
る
か
を
検
討
し
ま
し
た
。

①
集
成
材
生
産
サ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

　

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
製
材
工
程

を
終
え
た
Ｋ
Ｄ
ラ
ミ
ナ
を
ど
れ
く
ら
い
の
価
格

（
円
／
㎥
）、
量（
㎥
／
年
）で
購
入
し
、
そ
れ
を
も

と
に
集
成
材
を
ど
れ
く
ら
い
の
価
格
、
量
で
販

売
で
き
る
か
計
算
し
ま
す
。
シ
ナ
リ
オ
と
し
て

は
、
現
状（
フ
ロ
ー
❷
）に
加
え
て
、
目
標
と
す
る

８
万
円
／
㎥
台
で
集
成
材
を
販
売
す
る
場
合（
フ

ロ
ー
❸
）の
計
算
を
行
い
ま
し
た
。

・
現
状
の
計
算
結
果：
19
万
円
／
㎥
前
後
で
集
成

材
を
販
売
。
生
産
量
５
０
０
０
㎥
の
場
合
、
Ｋ
Ｄ

ラ
ミ
ナ
４
万
６
０
０
０
円
／
㎥
で
購
入
で
き
る
。

・将
来
の
計
算
結
果：８
万
円
／
㎥
前
後
で
集
成
材

を
販
売
す
る
た
め
に
は
、
生
産
量
２
万
４
０
０
０

㎥
の
場
合
、
Ｋ
Ｄ
ラ
ミ
ナ
２
万
７
０
０
０
円
／
㎥

で
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
製
材
生
産
サ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

　

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
①
の
集
成

材
生
産
に
合
わ
せ
て
Ｋ
Ｄ
ラ
ミ
ナ
を
生
産
す
る

場
合
に
、原
木
を
ど
れ
く
ら
い
の
価
格（
円
／
㎥
）、

量（
㎥
／
年
）で
購
入
し
、
そ
れ
を
も
と
に
ラ
ミ
ナ

を
ど
れ
く
ら
い
の
価
格
、
量
で
販
売
で
き
る
か

計
算
し
ま
す
。
将
来
の
シ
ナ
リ
オ（
フ
ロ
ー
❸
）で

は
、
製
材
・
集
成
材
の
一
体
的
な
生
産
や
、
曲
が

り
挽
き
対
応
の
機
械
を
導
入
す
る
効
果
な
ど
に

よ
り
、
原
木
購
入
価
格
の
引
き
上
げ
と
Ｋ
Ｄ
ラ

ミ
ナ
価
格
の
引
き
下
げ
が
同
時
に
可
能
と
な
る

計
算
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

・
現
状
の
計
算
結
果
：
原
木
消
費
量
２
万
㎥
、
Ｋ

Ｄ
ラ
ミ
ナ
４
万
６
０
０
０
円
／
㎥
で
販
売
す
る

場
合
の
原
木
購
入
価
格
は
１
万
２
０
０
０
円
／

㎥
。
こ
れ
は
、
製
材
用
中
目
直
材
の
価
格
と
同

じ
水
準
で
す
。

・
将
来
の
計
算
結
果：
原
木
消
費
量
14
万
㎥
、
Ｋ

Ｄ
ラ
ミ
ナ
２
万
７
０
０
０
円
／
㎥
で
販
売
す
る

場
合
の
原
木
購
入
価
格
は
１
万
３
０
０
０
円
／

㎥
。
最
新
の
量
産
製
材
工
場
の
場
合
、
曲
が
り

挽
き
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
板
等
に
販
売

し
て
い
た
Ｂ
材
に
対
し
て
も
同
じ
価
格
を
支
払

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

③
林
業
経
営
サ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

　

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
②
で
推
計

し
た
原
木
価
格
か
ら
、
シ
ナ
リ
オ
で
設
定
し
た

素
材
生
産
・
原
木
流
通
コ
ス
ト
を
差
し
引
い
た

値
を
立
木
価
格（
円/

㎥
）と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
、

生
産
さ
れ
た
原
木
材
積（
例
え
ば
㎥/

ha
）を
か
け

た
も
の
が
林
業
収
益
と
な
り
ま
す
。現
状（
フ
ロ
ー

❷
）で
は
３
０
０
０
円/

㎥
前
後
の
立
木
価
格
が
、

将
来
シ
ナ
リ
オ（
フ
ロ
ー
❸
）で
は
６
５
０
０
円/

㎥
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
、、
再
造
林
可
能

な
林
業
経
営
の
形
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
収
益
と
コ
ス
ト

の
平
均
値
を
初
期
値
と
し
て
、
土
地
希
望
価（
Ｌ

Ｅ
Ｖ
）と
呼
ば
れ
る
評
価
軸
を
用
い
、
林
業
経
営

山元（森林経営体）
〈人工林〉

国・都道府県など

苗木

（円／本）

（円／m3）

補助金造林費

苗生産業者

設計事務所
ハウスメーカー
工務店
ゼネコン

建築

住宅
非住宅

直送
立木

（円／m3）（円／m3）

原木ラミナ

（円／m3）

（円／m3）

（円／m3）

集成材／CLT

製材

製材

造林業者

集成材工場
・

CLT工場
製材工場

製品市場

プレカット
工場

原木市場
・

販売業者

素材生産業者

木材の流れ（マテリアルフロー）

お金の流れ（キャッシュフロー）

集成材供給コスト
十数万円/㎥＠一次接着

〈地位中、小規模、長伐期〉　〈製材生産・数万㎥ 、集成材生産・数千㎥〉

フロー ❷　現状　

立木価格：3000円/㎥前後
素材生産コスト

5000円/㎥
原木流通コスト

4000円/㎥（運材2＋手数料等）

林業は赤字



15 新たなビジネスモデルへ向けた基本構図

苗木

山元（森林経営体）
〈人工林〉

国・都道府県など

（円／本）

補助金造林費

苗生産業者

設計事務所
ハウスメーカー
工務店
ゼネコン

建築

住宅
非住宅

直送
立木

（円／m3）

原木

（円／m3）

（円／m3）

製材／集成材／CLT

製材／集成材／CLT

造林業者

製材・集成材
一貫生産

プレカット
工場

原木市場
・

販売業者

素材生産業者

体
の
経
営
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
を
評
価
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
大
家
さ
ん
が
建
物
を
建
て
て（
初

期
投
資
：
こ
こ
で
は
造
林
・
保
育
コ
ス
ト
）、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
払
い
な
が
ら
、
家
賃
収
入（
収
益
：
こ

こ
で
は
林
業
収
益
）を
得
て
い
る
と
考
え
る
と
、
と

て
も
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
、現
状
の
コ
ス
ト
と
フ
ロ
ー

❷
で
推
測
し
た
平
均
的
収
益
で
計
算
す
る
と
、

経
営
は
赤
字
に
な
る
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
8.7
万
ha
ほ
ど
主
伐（
伐
採
）

を
し
て
お
り
、
そ
の
４
割
以
下
し
か
再
造
林（
再

投
資
）さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
こ
の
収
支

状
況
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
将
来
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
原
木
価

格
が
上
昇
し
素
材
生
産
・
原
木
流
通
コ
ス
ト
が
低

下
し
て
、
立
木
価
格
が
６
５
０
０
円/

㎥
に
な
っ

た
場
合
を
考
え
ま
し
た
。
す
る
と
造
林
・
保
育
コ

ス
ト
が
現
状
の
１
５
０
万
円/

ha
の
ま
ま
で
も
、

45
年
以
上
育
て
る
と
経
営
可
能
に
な
る
と
試
算

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
立
木
価
格
が
５
０
０
０

円/

㎥
の
場
合
で
も
、
造
林
・
保
育
コ
ス
ト
が

１
４
０
万
円/

ha
に
な
れ
ば
、
71
年
以
上
育
て
る

と
経
営
可
能
に
な
る
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
川
下
が
木
材
を
少
し
で
も
高
く

買
う
こ
と
、
素
材
生
産
と
原
木
流
通
コ
ス
ト
を

削
減
す
る
こ
と
、
再
造
林
に
係
る
経
費
を
削
減

す
る
こ
と
、
と
い
う
３
つ
の
事
柄
を
同
時
並
行

的
に
実
現
す
る
こ
と
で
、
伐
っ
て
・
使
っ
て
・
植

え
て
・
育
て
る
と
い
う
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て

林
業
が
発
展
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●   

全
体
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果

　

量
産
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
っ
て
、
製

品
価
格
の
引
き
下
げ（
→
買
っ
て
も
ら
い
や
す
く
な

る
）と
、
原
木
価
格
の
引
き
上
げ（
→
山
に
お
金
が

も
ど
る
）を
両
立
で
き
る
こ
と
を
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
結
果
を
基
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

集
成
材
の
低
コ
ス
ト
生
産
に
よ
っ
て
、
非
住
宅

の
木
造
化
を
強
力
に
推
進
し
、
原
木
需
要
を
拡

大
す
る
こ
と
で
、
量
産
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

量
産
に
は
、
多
く
の
原
木
を
集
荷
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
原
木
価
格
を
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
素
材
生
産・
原
木
流
通
コ
ス
ト

を
引
き
下
げ
て
、
立
木
価
格
を
林
業
経
営
が
可

能
な
水
準
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

引
き
上
げ
ら
れ
た
原
木
価
格
＋
事
業
量
確
保

に
よ
る
素
材
生
産
コ
ス
ト
削
減
＋
直
送
に
よ
る

原
木
流
通
コ
ス
ト
削
減
。
一
貫
造
林
や
苗
木
本

数
・
下
刈
回
数
削
減
に
よ
る
再
造
林
コ
ス
ト
の
削

減
。
こ
う
し
た
地
道
な
取
組
に
よ
っ
て
、
条
件

の
い
い
山
に
成
長
の
い
い
苗
木
を
植
栽
す
る
こ

と
で
儲
か
る
林
業
が
実
現
可
能
と
な
る
こ
と
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
、
今
後
マ
テ
リ
ア
ル・キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
に
加
え
て
、
情
報
フ
ロ
ー
も
見
え
る

化
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

川
上
が
川
中
や
川
下
の
需
要
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
入
手
し
、
計
画
的
な
伐
出
と
安
定
的
な
木
材
供

給
に
役
立
て
る
中
で
、
利
益
を
適
切
に
分
配
す
る

シ
ス
テ
ム
の
検
討
な
ど
で
す
。

素材生産コスト
4000円/㎥

シミュレーションにより、フロー❷では現状の立木価格3000円/㎥前後だと赤字となり、

フロー❸では将来的に立木価格が5000円/㎥以上になると黒字になると試算された。

フロー ❸　低コスト シミュレーション

〈地位上、大規模、中伐期〉　〈製材生産・数十万㎥ 、集成材生産・数万㎥〉

集成材供給コスト
数万円/㎥＠一次接着

立木価格：6500円/㎥以上
原木流通コスト

2500円/㎥（運材1＋手数料）

林業
は黒
字




